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若者～子育て世代が交流できる場

若者～子育て世代が来やすくデザインされた芝生公園

若者～子育て世代の雇用・起業を生み出す産業振興

若者～子育て世代が住みやすい住居

子供が雨天時でも遊べる大型の屋内遊具つき空間

水辺の賑わい活用

商業施設

和歌山城の積極的な活用

アミューズメントパーク

和歌山のイメージ向上・シティプロモーションの強化

その他

わからない

不明

８．“まちなかエリア” （南海和歌山市駅～ＪＲ和歌山駅周辺）の活性化について 

 

問 28 若者や子育て世代にとっても住みよい街にするために必要なこと・足りないこと 

 

問 28 本市では、“まちなかエリア”において「医療福祉系の大学誘致」や「再開発」、「リノベー

ションまちづくり」などを進めていますが、若者や子育て世代にとっても住みよい街にする

ためには、どのようなまちづくりが必要で、何が足りないと思いますか？ 

あてはまるものを全てお選びください。 

１．若者～子育て世代が交流できる場 

２．若者～子育て世代も来やすいようにデザインされた居心地よい芝生公園（カフェ付き、緑豊かな空間・農地付きなど）  

３．若者～子育て世代の雇用・起業を生み出す産業振興 

４．若者～子育て世代が住みやすい住居 

５．子供が雨天時でものびのび遊べる大型の屋内遊具つき空間 

６．水辺の賑わい活用 

７．商業施設（物販店、飲食店など） 

８．和歌山城の積極的な活用 

９．県外から人を呼べるようなアミューズメントパーク 

10．和歌山のイメージ向上・シティプロモーションの強化 

11．その他 

12．わからない 

 

 若者や子育て世代にとっても住みよい街にするために必要なこと・足りないことについては、「若者

～子育て世代の雇用・起業を生み出す産業振興」と回答された方の割合が 52.7％と最も多く、次いで「商

業施設（物販店、飲食店など）」（36.0％）、「若者～子育て世代も来やすいようにデザインされた居心地

よい芝生公園（カフェ付き、緑豊かな空間・農地付きなど）」（31.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 
(n=981) 

その他：「交通利便性の向上」、「駐車場の充実」、「働く場」など 
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問 29 回答者が考える「和歌山らしさ」 

 

問 29 これから続く人口減少社会において「持続可能なまちづくり」や「地方創生」を進めるため

には、「その土地らしさ」や地方の特徴・個性を生かすことが大切だと言われています。そ

のような中、あなたが考える「和歌山らしさ」とは何でしょうか？できる範囲で具体的にお

答えください。 

 

「和歌山らしさ」について 424人の回答者より、493件の意見があった。 

その概要については、以下のとおりである。 

 

【「和歌山らしさ」の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大項目 件数

1  環境 233

1 豊かな自然 194

2 温暖な気候 30

3 美しい景観 4

4 温泉 2

5 木の国わかやま 2

6 公園 1

2  特産 94

1 新鮮で美味しい食材 60

2 特産品・名産品 22

3 農林水産業 9

4 商店街 2

5 企業による還元 1

3  観光 22

1 観光地・観光資源 11

2 和歌山城 8

3 世界遺産 3

4  交通 16

1 交通環境・交通アクセスの良さ 16

5  まち 53

1 田舎さ・都会過ぎないところ 22

2 住みよいまち 19

3 まちの雰囲気（のんびり） 12

6  ひと 41

1 人間性・人柄（おだやか・優しい） 27

2 人と人とのつながり 14

7  文化・教育 26

1 文化・伝統 11

2 歴史 10

3 方言 3

4 教育環境 2

8  その他 8

1 変化のなさ・保守的 4

2 物価（安い・高い） 2

3 コロナ対応の迅速さ 1

4 コロナ感染者の少なさ 1

493

小項目


